
第２号様式（第９条関係）【第１面】 

年   月   日 

 

誓 約 書 

 （ □ ２項道路 ・ □ 特定通路 ） 

久留米市長宛て 

      建築主  住所等 

           氏 名 
 

   土地所有者等  住所等 

           氏 名 
 

工事監理者  住所等 

           氏 名 

設計者  住所等 

           氏 名 

工事施工者  住所等 

           氏 名 

 

  
久留米市における建築行為に係る後退道路に関する指導要綱第９条第１項の規定により

行う後退道路協議において、自己管理の意思表示を行うセットバック部分については、下記

のとおり誓約します。 

  
記 

  

 敷地（協力地を含む。） 久留米市         町 

整備事業の完了予定日 年  月  日  セットバック部分 ㎡  

 
１  久留米市における建築行為に係る後退道路に関する指導要綱第１２条第１項本文の規定により行う整備

事業については過失なくこれを行います。 

  ２  久留米市における建築行為に係る後退道路に関する指導要綱第１９条第３項の規定により、セットバッ 

ク部分については完了時の状態を維持するよう努めます。 

  ３  第２２条第１項の規定により、この誓約書の内容に反して支障物の設置等により後退道路の通行に支障 

をきたしたときは、自ら費用を負担し速やかに完了時の状態に復旧します。 

  

 
  

添付書類（印鑑証明） 

 特定通路の場合 
□（個人の場合）印鑑登録証明書  □（法人の場合）印鑑証明書 

印 

印 

印 

（ 個人の場合は自署 ） 

 

（ 個人の場合は自署 ） 

 

※特定通路の場合は実印 

 

印 

※特定通路の場合は実印 

 

印 

【
第
２
面
】
の
〈
記
載
上
の
注
意
〉
を
よ
く
読
ん
で
記
載
し
て
下
さ
い
。 



第２号様式（第９条関係）【第２面】 
〈記載上の注意〉 

１ 年月日の欄 誓約書を記載した日付 

２  ２項道路又は特定通路のチェックボックス いずれか該当する方にを入れて下さい。 

３ 建築主の欄 下記のとおり記載して下さい。 

《個人の場合》 

(1) 住所等の欄 後退道路協議書に記載する建築主（個人）の住所 

(2) 氏名の欄（※自署によること。） 後退道路協議書に記載する建築主（個人）の氏名 

(3) 押印 ２項道路の場合は実印又は認印（認印による場合は後退道路協議書に押印したものと同一のもの 

であること。）、特定通路の場合は実印 

《法人の場合》 

(1) 住所等の欄 後退道路協議書に記載する建築主（法人）の所在地 

(2) 氏名の欄 法人の名称、代表者の肩書き及び後退道路協議書に記載する建築主（法人）の代表者の氏名 

(3) 押印 法人の代表印 

４ 土地所有者等の欄 下記のとおり記載して下さい。（建築主と同一の場合は省略可） 

《個人の場合》 

(1) 住所等の欄 後退道路協議書に記載する土地所有者等（個人）の住所 

(2) 氏名の欄（※自署によること。） 後退道路協議書に記載する土地所有者等（個人）の氏名 

(3) 押印 ２項道路の場合は実印又は認印（認印による場合は後退道路協議書に押印したものと同一のもの 

であること。）、特定通路の場合は実印 

《法人の場合》 

(1) 住所等の欄 後退道路協議書に記載する土地所有者等（法人）の所在地 

(2) 氏名の欄 後退道路協議書に記載する土地所有者等（法人）の名称、代表者の肩書き及び氏名 

(3) 押印 法人の代表印 

５ 工事監理者、設計者又は工事施工者の欄 規則第１条の３第１項第１号の規定（規則第８条の２第１項の

規定により準用する場合を含む。）により確認申請書等に添付する別記第２号様式の第２面のそれぞれ【５．

工事監理者】の欄、【３．設計者】の欄又は【６．工事施工者】に記載する者について、下記のとおり記載

して下さい。 

《個人の場合》 

建築主の欄《個人の場合》に掲げるそれぞれの欄に係る記載事項を準用し記載して下さい。 

《法人の場合》 

 建築主の欄《法人の場合》に掲げるそれぞれの欄に係る記載事項を準用し記載して下さい。 

６ 敷地（協力地を含む。）の欄 後退道路協議書に記載する地名地番 

７ 整備事業の完了予定日の欄 後退道路協議書に記載する日付 

８ セットバック部分の欄 後退道路協議書に記載する面積 

〈備考〉 

１ 楷書で記載し、欄が不足する場合は適宜欄を追加するか又は様式を複写し記載して下さい。 

２ 後退道路協議書の記載上の注意については、第１号様式（第９条関係）【第４面】を参照して下さい。 

３ 実印による押印が必要な場合は、印鑑証明（作成後３ケ月以内であるもの）を添付して下さい。 

４ 記載漏れ等の訂正箇所には、それぞれ第２７条に規定する印により押印して下さい。 

５ この面の提出は必要ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


